
下請けガイドラインで説明会

中央会は､県鍍金工業組合と茨城南部工業協同組

合の傘下会員を対象に｢下請ガイドライン説明会｣

を水戸市内と潮来市内でそれぞれ開いた｡

｢下請ガイドライン｣は､政府が成長戦略の一環

として｢成長力底上げ戦略(基本構想)｣を取りま

とめ､生産性向上の効果を下請事業者に適正に配分

するためには下請取引の適正化を進めることが必要

との観点から､業種毎のガイドラインを策定したも

の｡

説明会では､同ガイドライン中に含まれているベ

ストプラクティス事例(理想的な良い取引関係)早

下請代金支払遅延等防止法(下請法)で問題となる

行為や望ましくない取引関係について､具体的例示

を基に全国中央会登録コンサルタントが説明した｡

パナソニックセンター東京を視察

職員互助会

県内の事業協同組合など中小企業組合の事務局職

員を会員とする県中小企業団体職員互助会の視察研

修会が行われ､会員27名が参加した｡

同会は､組合単独では事務局職員の福利厚生の充

実がなかなか図れないことから､組合に代わり福利

の増進と事務局職員の資質の向上､コミュニケー

ションの場の桂供を目的に設立された｡会員への祝

い金､見舞金の給付や研修会などを行っている｡

今回は､東京都江東区有明にあるパナソニックの

稔合情報発信拠点｢パナソニックセンター東京｣を

視察｡ ｢省エネ｣ ｢創エネ｣ ｢蓄エネ｣で家まるごと

CO2±0のくらしを体感できる『エコアイディアハ

ウス』では､施設の職員から先進の省エネ製品と燃

料電池･蓄電池･太陽光発電などについて詳しい説

明を受けた｡また､お台場散策として港区台場にあ

る｢フジテレビ｣なども併せて見学した｡

地域力連携で連絡会議

中央会は､経済産業省の委託を受け『地域力連携

拠点』として県内中小企業の様々な経営課題の解決･

支援に取り組んでいるが､事業推進で連携している

パートナー機関との連絡会議を水戸市内で開いた｡

中小企業を巡る経常課題は多様化･複雑化してい

る｡このため地域力連携拠点の事業委託を受け､茨

城大学や茨城県信用組合､商工中金水戸支店､ JA

茨城県中央会､グリーンふるさと振興機構などを

パートナー機関とし､応援コーディネーターを配置

しての相談対応､専門家派遣などを通じて中小企業

の直面する経営課題の解決･支援に努めている｡

会議では､パートナー機関のほか関東経済産業局

産業部中小企業課､県商工労働部産業政策課､中小

企業課､農林水産部農業改革推進室の担当者も出席｡

地域力連携拠点の事業進捗状況､今後の計画や実施

内容について意見交換した｡

今後の重点事業として､県農商工等連携推進協議

会との共催で農商工連携促進セミナーと農業者と商

工業者などのマッチング･相談会を予定している｡

/■不■況の′ピ:ソチをチャンス(こ活かせ! 

悪霊憲悪業霧竜野営力.社員力大幅ア.ツプ.! 

還器藍鼻8-*S.!%SR,除霊孟荒㌫…室琴藁蒜を,㌔,妻 

3:ltf#fB芸l?,;!lRg!S績は∴A@N,緊要萱賢二諾2F 
お気軽にお問い合わせ下さいcE"TERE-mailinfO@isOmmc,com 

-8-


